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ペンテコステ（聖霊降臨日）  説教 「聖家族」 要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2021 年 5 月 23 日  

マタイによる福音書 2:13～23

コロナ下にありながらも、今年も主の
教会が地上に建てられたことを記念し、
ペンテコステ礼拝を共にすることが許さ
れました。そこで、昨年のことを思い出
すのですが、昨年のペンテコステは、1
回目の緊急事態宣言が解除されたその直
後でありました。それゆえ、共に集い、
共に礼拝を献げる喜びを強く感じさせら
れるものでもありました。そして、ペン
テコステを祝うことの意義がこの「共に
集う」ところにあることを深く実感させ
られたわけでありますが、ただ、それは
今年も同じです。この聖霊降臨の出来事
から教会の歩みが始まったように、「共
に集う」ことが私たちの信仰を信仰たら
しめるものだからです。ただし、それ
は、だから、集まりさえすればそれで事
足りるということではありません。集ま
ることに加えて、私たちの上には聖霊が
常に豊かに注がれている、この聖霊の働
きを通し、私たち一人一人は、キリスト
を頭とする教会に連なることが許されて
いるのです。 
 それゆえ、私たちの信仰は、クリスマ
ス、イースターを祝うだけでは終わりま
せん。もし、それだけで終わってしまっ
たなら、教会は遙か昔に賞味期限を迎え
たに違いないからです。つまり、私たち
の信仰が教会と切り離され、昔は良かっ
た、あの時は楽しかったと、過去に振り
返り懐かしむだけのものなら、十字架と
復活の出来事の経験者が尽きた時点で、
教会は歴史の中に消えていったに違いな
いからです。けれども、教会は歴史の荒
波を通り抜け、こうして今日を迎えるこ
とが許されている、それは、イエス様が
再び地上にやって来るその日までを、聖
霊なる神が支え、導いてくださっている
からです。ですから、そう考えると、聖
霊降臨の出来事は、弟子たち、私たちに
対する、神様の特別な思いの表れである
ということです。なぜなら、弟子たちに
対して神様とイエス様がなさったこと
は、御子をこの世へとお遣わしになり、
十字架と復活の出来事によってもう十分
だとも言えるからです。それにもかかわ

らず、神様とイエス様は、弟子たちを見
放さず、面倒見良く聖霊を注がれた、そ
して、ある意味、この過保護とも言える
面倒見の良さは、聖霊降臨の出来事の直
前の弟子たちの姿を見てのことでもあり
ました。 
 天に昇り、イエス様が神様の右に坐し
たもうその直後、使徒言行録によれば、
弟子集団の中に動揺が大きく広がったと
記されています。そこで彼らのしたこと
が組織の見直しでありましたが、その直
後に起こったことがこの聖霊降臨の出来
事でもありました。このことはつまり、
どんなに知恵を尽くし、思いを尽くして
も、よちよち歩きの弟子集団は、神様の
目からすれば、危なっかしくて見てはい
られないものであったということです。
ですから、そこで直ぐに手を出したとこ
ろに、言葉は悪いのですが、神様の過保
護さが現されているとも言えるのでしょ
う。けれども、ここにまた、私たちの信
仰の特徴、つまり、こうして主の教会に
連なる私たちの信仰のあり方がそのまま
現されてもいるのです。それは、私たち
の信仰は、未熟さと弱さを特徴としてい
るということです。つまり、弱者の宗
教、未熟者の宗教、聖書の御言葉をその
まま素直に聞いていくなら、そのように
理解することができるということです。
そして、それは、神様が私たちをそれだ
けよくご存じだからでもありますが、ま
ただから、使徒パウロも、コリントの信
徒への第二の手紙の中で「わたしたちも
キリストに結ばれた者として弱い者で
す」と言っているのです。 
 ですから、そういう意味で、私たちは
この聖霊降臨の出来事を誤解しないよう
に注意したいと思います。パウロが先ほ
どのコリント書の直前で「キリストは、
弱さのゆえに十字架につけられました」
とこう語っているように、神様とイエス
様を後ろ盾とし、強がるところに私たち
の特徴があるわけではないからです。そ
もそものところで言えば、イエス様の誕
生についても、十字架と復活の出来事に
ついても、イエス様の周りにある人々の
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姿は、弱々しく、稚拙で、見てはいられ
ないものでした。しかし、神様は、イエ
ス様と共にあるがゆえに、そこに集ま
り、連なる人々を守り、導いてくださっ
た、イエス様の父母然り、弟子たち然
り、その恵みに与った人々然り、何より
も、一人の例外もなく、皆が皆、意気地
がなかったことを、誰の目からも否定で
きない形で明らかにしてくれいているの
がイエス様の十字架の出来事なのです。
しかし、その私たちを御前に集めてくだ
さるイエス様と私たちとの関わりについ
て、パウロは「キリストはあなたがたに
対しては弱い方でなく、あなたがたの間
で強い方です。キリストは、弱さのゆえ
に十字架につけられましたが、神の力に
よって生きておられるのです」と語るの
です。つまり、ペンテコステの出来事と
は、弟子たちがこのことをリアリティー
をもって感じさせられる出来事であった
ということです。それゆえ、ペンテコス
テは、弟子集団に過ぎなかったものを主
の教会という磐石なものに整え直すこと
になりました。つまり、そのために欠か
すことのできないとても大きな出来事が
この聖霊降臨の出来事であったというこ
とです。 
 それゆえ、そこで忘れてならないもの
が聖霊の働きです。先ほどのパウロの言
葉にあるように、私たちが、イエス様が
強いお方だと知るのは、聖霊なる神が私
たちとイエス様とをダイナミックにつな
いでくれているからです。そして、それ
は、ペンテコステ以前とそれ以後の弟子
たちの変化を見れば明らかです。聖霊に
よって、イエス様が生きてなお働いてお
られることをよりリアルに感じた弟子た
ちは、それゆえに大胆に、そして、堂々
と御言葉を宣べ伝える者とされたからで
す。つまり、弱い者が強くされた、イエ
ス様との関わりの外にある者にはそのよ
うに映ったに違いありません。けれど
も、この強さでありますが、パウロが言
うように、私たちは依然として弱いまま
であるのです。それは、それぞれの胸に
手を当ててみれば分かることです。それ
だけではありません。ちょうど、聖霊降
臨の出来事直後の弟子たちがそうであっ
たように、この世的にも私たちは弱く、
この世の大きな力に対しては抗うことの
できないものでもあるからです。そし
て、そのことを如実に現しているのが今
日の御言葉でもありますが、イエス様の

誕生を喜び祝ったその直後、この世の事
情に振り回されることになったのが、イ
エス様を大事に大事に抱きかかえる、こ
の若い夫婦であるからです。 
 ただ、聖霊降臨の出来事を経て、弟子
たちは強がるのでもなく、また抗うので
もなく、傍目からすれば強いとしか思え
ない行動へと駆り立てられていった、そ
れはどうしてなのでしょうか。まさに、
それが聖霊の力なのですが、では、私た
ちがもし弟子たちのように大胆な振る舞
いができないとしたら、それは、私たち
の上に聖霊が吹き注がれてはいないから
なのでしょうか。また、もしそうであれ
ば、どうしたら聖霊を豊かに受けること
ができるのでしょうか。今、日本の社会
においてキリスト教はかつてのような勢
いを失い、どこの教会も苦戦を強いられ
ています。そのような中で、聖霊の働き
に期待し、また特化する動きもありま
す。しかし、何かを期待して、聖霊の働
きだけを求め、また祈りを合わせること
は、聖書の信仰においては正しいことな
のでしょうか。祈りは、聖霊の執り成し
によって形有るものとされるのですが、
その祈りが実現するのは、聖霊独自の働
きによるのではありません。聖霊が神様
とイエス様から私たちの許に送り出され
るように、聖霊とは交わりを創り出す霊
であり、それゆえ、愛の霊であり、喜び
をもたらす霊であるということです。で
すから、交わりを否定し、また、顧み
ず、自分だけの願い、自分たちのことだ
けを願うだけでは、祈りは祈りではあり
ません。その実現だけが祈る目的とな
り、それゆえ、それをあたかも信仰だと
思うそのような祈りからは、教会という
交わりが生み出されることもありませ
ん。ですから、そのような祈りは聞き届
けられないという形で、御心が現される
ことにもなりますし、今日の御言葉の中
でヘロデの願いが実現しなかったのはそ
れゆえのことでもありました。ただ、そ
の一方で、聖家族と言われている幼子イ
エスをその懐に抱くこの若い夫婦につい
てはどうでしょうか。その置かれた過酷
な定めを見て、また、この境遇に同じよ
うに置かれたとしたなら、どれだけの
人々が、そこに祈りの力と聖霊の働き
を、何よりも交わりそのものに対して信
頼を置くことができるのでしょうか。 
 ですから、そういう意味からすると、
今日の御言葉は、教会の誕生を祝う、こ
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の良き日に聞くにはふさわしくない御言
葉だとも言えるのでしょう。ペンテコス
テを迎え、さあこれからだと思っている
人の気持ちに水を差すことにもなるから
です。けれども、教会がこの地上に建て
られたということが、今私たちの目の前
にある出来事に目を塞ぐものであるとし
たら、それは、聖書の信仰からはかけ離
れたものとなってしまいます。なぜな
ら、この聖家族のあり方そのものが教会
の姿であり、ここにまた、イエス様の出
来事を伝えんとする聖書のメッセージが
あるからです。だから、それを語ろうと
して、御言葉は、この三つのそれぞれの
出来事を語っているわけですが、それぞ
れで「預言者を通して言われいたことが
実現するためであった」と旧約聖書と関
連付けるのはそのためです。そして、そ
れは、ここに神様の働きがあるからでも
ありますが、しかし、ここでは聖霊とい
う言葉は直接的には用いられてはおりま
せん。けれども、ここに聖霊の働きを見
ることができるのは、先ほども申し上げ
ているように、聖霊とは交わりを創り出
す霊であるからです。それゆえ、人と人
とを、出来事と出来事を繋ぎ、そして、
そこに現されるものがまさに神様の御心
でもあり、ですから、それが今日の聖書
のメッセージであるということです。 
 それゆえ、私たちは、神共にいますと
いうことをこのことから理解することに
もなるのですが、では、聖家族の立場で
はなく、それとはまた別の立場に身を置
いてしまったらどうでしょうか。しか
も、自分の意に反する状況に身を置いた
として、そこにまったく意味を感じるこ
とができないとしたらどうでしょう。あ
るいは、その反対も然りです。自分が願
うポジションに身を置き、けれども、起
こった出来事に意味を見出すことができ
ないとしたらどうでしょう。それが、こ
こに登場するヘロデでもありますが、た
だ、意に添おうが、意に反しようが、ま
た、意味を見出そうが、意味を見出すま
いが、それぞれが関わり合い、繋がり合
っているところに現されているのが、神
様の御心でもあるのです。ですから、も
し、今日のこの御言葉を御言葉として正
しく理解しようとするなら、ここに記さ
れているすべてのことに神様の御心を見
出さなければなりません。そのために
も、私たちはその判断を聖霊の働きに委
ねなければならないのですが、そこで一

番の問題は、私たちがどうすれば、それ
ができるのかということです。 
 今日がペンテコステであり、また、教
会の原点が聖家族の姿そのものであるこ
とを思えば、そのために必要なことは、
炎のような舌が別れ別れになって私たち
一人一人に臨むことなのかもしれませ
ん。それは、経験に勝るものはなく、そ
れゆえ、そうした聖霊体験がすべてのこ
とを解決へと導くことにもなるからで
す。ですから、私もそうですし、皆さん
も恐らくはそうです。そのような経験を
したことはなく、このことはつまり、そ
の可能性はまだ残されているということ
です。ただし、ここでそれが実現可能か
どうかを問うても仕方ありません。ある
とも言えるし、ないとも言えるからで
す。ですから、その中で、はっきり、あ
る、と言えることだけに限定したいと思
うのですが、それが、ペンテコステのこ
の日、御言葉が私たちに語らんとしてい
ることでもあるのです。それは、神のリ
アリティー、聖霊のリアリティーです。
聖霊降臨の出来事についての使徒言行録
の証言は、弟子たちの上に、つまり、私
たちの上に、リアリティーをもって臨ん
だものが聖霊であり、私たちはその力の
中に置かれているということです。そし
て、この力は、私たちが視覚などの感覚
を通して実感できるかできないかにかか
わらず、私たちの上には絶えず注がれて
いるものなのです。ですから、あるのか
ないのか分からないものが、この聖霊の
働きなのではなく、間違いなくある、そ
れが聖霊の働きであり、聖家族と弟子た
ちの上に臨んだことは、この神様のリア
リティーそのものであるということで
す。 
 では、どうしたらそれを感じ取って、
我が身のすべてを委ねることができるの
か。それは、祈りを通してということで
もあるのでしょう。ただし、これは、時
折、申し上げていることではあります
が、私たちにとっての祈りとは、おねだ
りでもなければ、つぶやきでもありませ
ん。もちろん、神様の御前でいい子ぶる
ことでもありません。そういうことはあ
ってもいいのですが、それだけではない
と言うことです。なぜなら、祈りとは、
聖霊の働きによって、神様の御前に私た
ちの存在全てが置かれることであり、そ
れゆえ、御前に立つことで直ぐ近くにい
ますイエス様を感じることができるとい
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うことだからです。神共にいますという
ことは、そういうことであり、そのこと
を私たちは、こうして礼拝において、ま
た、祈りにおいて、さらには、様々な主
にある交わりにおいて、まさに、リアリ
ティーをもって感じることになるので
す。ところで、では、このリアリティー
を感じる上での道筋、プロセスは、具体
的にはどういったものなのでしょうか。 
 聖家族と弟子たちが経験したことはこ
のリアリティーであったわけですが、そ
れを彼らはどのように経験したのか。私
たちはこのことをどうしても難しく難し
く考えてしまうのですが、それは、それ
ほど難しいことではありません。先ほ
ど、私たちの信仰が弱者の信仰、未熟者
の信仰と申しましたように、その私たち
が神様の御前に置かれているということ
は、神様の御前にあって丸裸にされてい
るということなのです。つまり、身も心
も魂をも、私たちのすべてを神様の御前
で丸裸にするものが聖霊の働きであり、
また、丸裸にされればこそ、私たちは取
り繕うのでもなく、また、気取るのでも
なく、弱く、拙いそのままの自分を神様
とイエス様が愛してくださっているとい
うことを知るのです。ですから、聖家族
も弟子たちも、聖霊の働きに直に触れる
ことができたのは、丸裸にされたがゆえ
のことであり、それが、この神様が強く
自分たちのことを捉え、掴まえてくださ
っているということで、つまりはそれ
が、神のリアリティーというものなので
す。 
 ですから、このリアリティーを私たち
が信じるためにはどうしても聖霊の働き
が必要なのです。一人では信じることが
できない弱い者も、聖霊の働きがあれば
こそ交わりの中へと導かれればこそ、右
も左も分からない丸裸のままの自分が神
様との交わりに生かされていることを知
るのです。まただから、父と子と聖霊な
る神様の交わりの中に置かれることで、
私たちは人として霊的に成⾧することに
なるのです。そして、そこにあるものが
愛であり、この愛とはすなわち、戒めで
あり、掟でもあるのです。なぜなら、戒
めも掟も、私たちが守る守らないという
ことが先ずあってのことではなく、神ご
自身が「愛」というこの一つの枠組みの
中に自らを留め置くために、神様自らが
定められたものだからです。つまりは、
神様の正しさを徹底的に貫き通すもの、

それが愛であり、戒めと掟というものは
いわば、その内と外とを現す境界線、座
標軸のようなものでもあるのです。です
から、愛は、私たちの都合によって左右
されるものではありません。私たちの心
持ちやその時の気分によって都合良くこ
ろころ変わるものではなく、ですから、
聖家族の姿は、まさにこの神様の愛を正
しいものと信じ、貫く信仰がそこに現さ
れているということです。そして、それ
がイエス様をその胸に受け止めると言う
ことでもありますが、それゆえ、愛は、
交わりを交わりたらしめることとなり、
そして、聖霊はそのために私たちの中で
働いてもいるのです。それゆえ、この交
わりに生きる私たちの中には、丸裸のま
まの私たちを支えんとする神様とイエス
様への素直な思いが自ずと溢れ出ること
になります。自分への拘り、様々なもの
への拘り、私たちが手放すことの難しい
これらのものを手放すことになるのは、
教会という交わりの中で丸裸のままでい
ることに、私たちが心から安心できるか
らです。 
 ただし、丸裸であると言うことは、一
方では、私たちがこの世の様々な苦難を
引き受けねばならないと言うことです。
ですから、そこには不安や恐れ、様々な
心配事が目の前に置かれることにもなる
のですが、けれども、その時、それを互
いに担い合えばこそ、そこに交わりが築
かれ、それゆえ、私たちの交わりにおい
ては、課題を押しつけ合ったりすること
もなく、また、自分一人で全てを抱え込
んだりすることもありません。それがイ
エス様が私たちに求めることではないか
らです。そして、聖家族がイエス様をそ
の懐に抱え、丸裸のままの自分を神様に
委ねたように、全てを共にするところに
現されるものが私たちの信仰でもあるの
です。ですから、丸裸であることの恥ず
かしさと、この恥ずかしい私たちを愛
し、聖霊の働きをもって受け止めてくだ
さる神様とイエス様に感謝し、藤沢教会
という主の交わりに連なり、主の教会を
喜びの大きい交わりにすべく、御心に応
えて参りたいと思います。 

祈りましょう。 
 


